
議
員

今
年
五
月
に
平
塚
市

都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り
条
例

市
民
会
議
か
ら
都
市（
ま
ち
）

づ
く
り
条
例
の
骨
子
案
が
提

出
さ
れ
た
が
、
こ
の
条
例
の

制
定
目
的
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

市
長

都
市
（
ま
ち
）
づ
く

り
条
例
は
、市
民
や
事
業
者
、

行
政
が
協
調
・
協
働
し
て
調

和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
開
発
行
為

お
よ
び
建
築
行
為
に
関
す
る

仕
組
み
や
ル
ー
ル
を
明
確
に

定
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
い
る
。

議
員

市
民
会
議
か
ら
提
出

さ
れ
た
骨
子
案
と
市
の
考
え

方
と
の
相
違
点
を
聞
き
た
い
。

市
長

市
民
会
議
か
ら
は
、

市
民
、
事
業
者
、
市
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
仕
組
み
と
し
て
「
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
協

議
・
調
整
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
支
援
」
の
三
つ
の
基
本
構

成
が
示
さ
れ
た
。
市
と
し
て

は
、
こ
の
ほ
か
に
、
本
市
が

実
施
す
る
再
開
発
事
業
な
ど

の
都
市
計
画
手
続
き
を
条
例

で
規
定
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
。

議
員

市
民
会
議
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
、
開
発
事
業
者
と

住
民
と
の
開
発
事
業
構
想
段

階
で
の
協
議
を
条
例
に
規
定

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

ま
ち
づ
く
り
や
地
域

の
環
境
に
影
響
を
与
え
る
大

規
模
な
土
地
利
用
は
、
開
発

事
業
の
手
続
き
以
前
に
、
構

想
段
階
で
協
議
や
調
整
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
先
進
事

例
も
参
考
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員

本
市
の
開
発
事
業
指

導
要
綱
で
は
開
発
事
業
の
行

為
は
届
出
制
で
あ
る
が
、
都

市
（
ま
ち
）
づ
く
り
条
例
制

定
に
よ
り
許
可
制
に
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

市
長

都
市
計
画
法
は
、
法

令
で
定
め
る
基
準
、
手
続
き

に
適
合
し
て
い
れ
ば
許
可
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

て
お
り
、
条
例
で
定
め
る
す

べ
て
の
手
続
き
や
基
準
を
許

可
制
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員

都
市
（
ま
ち
）
づ
く

り
条
例
の
実
効
性
を
高
め
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
規
定
を

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

条
例
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
、
開
発
事
業
に
関

す
る
手
続
き
を
行
わ
な
い
場

合
や
、
開
発
基
準
に
適
合
せ

ず
に
工
事
に
着
手
し
た
場
合

に
勧
告
を
行
い
、
違
反
者
に

は
行
為
の
停
止
・
中
止
な
ど

の
是
正
命
令
、
さ
ら
に
は
違

反
者
等
の
公
表
の
実
施
や
罰

則
を
科
す
こ
と
な
ど
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

議
員

都
市
（
ま
ち
）
づ
く

り
条
例
に
は
、
ど
の
よ
う
な

基
準
を
規
定
し
て
い
く
考
え

な
の
か
。

市
長

開
発
事
業
を
規
制
す

る
基
準
に
は
、
�
法
令
に
定

め
ら
れ
た
基
準
、
�
都
市
計

画
法
な
ど
の
委
任
規
定
に
基

づ
い
て
条
例
で
定
め
る
基
準
、

�
市
独
自
に
定
め
る
基
準
が

あ
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の

基
準
を
取
り
込
ん
だ
現
行
の

平
塚
市
開
発
事
業
指
導
要
綱

の
都
市
施
設
整
備
基
準
を
精

査
し
、
こ
の
条
例
に
規
定
す

る
事
項
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員

こ
の
条
例
制
定
後
に

現
在
の
開
発
事
業
指
導
要
綱

は
残
る
の
か
。

都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り
・
景

観
担
当
部
長

開
発
事
業
指

導
要
綱
の
内
容
を
可
能
な
限

り
都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り
条

例
に
規
定
し
て
い
く
が
、
条

例
化
で
き
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
、
現
要
綱
に
残
す
可
能

性
も
あ
る
。

議
員

海
岸
地
区
の
病
院
跡

地
に
一
六
階
建
て
高
さ
約
四

九
㍍
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
八
階

建
て
高
さ
約
三
二
�
の
病
院

を
建
設
す
る
計
画
が
あ
る
が
、

こ
の
地
域
が
景
観
モ
デ
ル
地

区
で
あ
る
の
で
、
市
は
建
物

の
高
さ
を
二
二
・
五
�
で
指

導
し
て
い
る
。
今
年
六
月
に

行
わ
れ
た
市
長
と
二
つ
の
建

設
計
画
の
事
業
主
と
の
交
渉

内
容
を
聞
き
た
い
。

都
市
政
策
部
長

先
の
交
渉

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者

側
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
〇

階
建
て
高
さ
約
三
一
�
に
、

病
院
は
当
初
と
同
じ
八
階
で

あ
る
が
、
高
さ
を
約
三
一
�

に
下
げ
る
と
の
回
答
を
得
た
。

議
員

建
物
の
高
さ
を
さ
ら

に
下
げ
る
行
政
指
導
を
求
め

る
地
元
要
望
が
あ
る
が
、
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

都
市
政
策
部
長

市
が
事
業

者
に
さ
ら
に
高
さ
の
抑
制
を

要
請
し
た
場
合
、
事
業
者
が

本
市
と
開
発
行
為
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
せ
ず
に
当
初

計
画
ど
お
り
の
事
業
着
手
を

行
う
可
能
性
や
、
事
業
を
撤

退
し
て
新
た
に
別
の
事
業
者

が
高
層
建
築
を
計
画
す
る
こ

と
も
危
惧
さ
れ
る
。
こ
れ
以

上
の
指
導
・
要
請
は
、
市
が

行
政
指
導
で
き
る
範
囲
を
超

え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

今
後
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
、
高
層
建
築
物
の
高

さ
を
規
制
し
て
い
く
考
え
な

の
か
。

都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り
・
景

観
担
当
部
長

建
築
物
の
高

さ
を
制
限
す
る
方
法
は
幾
つ

か
あ
る
が
、
実
効
性
と
担
保

性
の
高
い
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
高
度
地
区
の
指
定
を

検
討
し
て
い
る
。

建物高の抑制
さらなる行政指導に限界

議
員

平
塚
海
岸
の
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
に
海
水
浴
場
を
開
設

し
て
今
年
で
四
年
目
に
な
る
。

期
間
中
は
毎
年
二
万
人
前
後

の
海
水
浴
客
が
訪
れ
る
が
、

こ
の
場
所
は
日
陰
が
少
な
い
。

来
場
者
へ
の
暑
さ
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

ビ
ー
チ
パ

ー
ク
へ
の
来
場
者
に
は
、
暑

さ
対
策
と
し
て
テ
ン
ト
の
貸

し
出
し
等
で
対
応
し
て
い
る
。

今
年
は
県
の
施
工
に
よ
り
、

砂
防
林
で
あ
る
「
し
お
さ
い

の
森
」
に
直
接
出
入
り
で
き

る
よ
う
に
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
北

側
に
出
入
り
口
を
設
け
た
。

「
し
お
さ
い
の
森
」
の
活
用

が
暑
さ
対
策
に
役
立
つ
と
思

わ
れ
る
。

議
員

海
水
浴
客
等
の
突
然

の
心
停
止
に
対
す
る
救
命
措

置
に
必
要
な
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
夏
の

期
間
、
ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に

備
え
た
ら
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

今
年
の
夏

は
、
庁
内
で
複
数
配
置
し
て

い
る
部
署
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
借

用
し
て
配
備
す
る
。
来
年
度

か
ら
は
、
こ
の
場
所
に
常
備

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員

ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
付

近
に
で
き
た
崖
状
の
危
険
な

箇
所
へ
の
対
策
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

こ
の
崖
状

の
箇
所
は
、
台
風
や
高
波
で

海
岸
が
浸
食
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
県
は
こ
の
対
策
と
し

て
十
四
年
度
に
二
〇
〇
〇
立

方
�
、
十
六
年
度
に
二
〇
〇

立
方
�
の
砂
を
搬
入
し
た
。

そ
の
後
も
崖
状
と
な
る
た
め
、

本
市
管
理
部
分
に
は
、
シ
ー

ズ
ン
前
に
崖
を
な
だ
ら
か
に

す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

海
岸
が
浸
食
さ
れ
て

い
る
が
、
海
水
浴
場
の
水
深

は
ど
の
程
度
か
。

都
市
整
備
部
長

今
年
六
月

の
調
査
で
は
、
満
潮
時
の
水

深
は
最
大
で
約
三
�
、
干
潮

時
は
約
三
〇
�
㍍
〜
二
㍍
で

あ
る
。

開
発
事
業
の
基
準

条
例
に
規
定
を
検
討

浸
食
進
む
海
岸
線

危
険
箇
所
へ
の
対
応
は

次
世
代
を
担
う
、
子
ど
も

達
の
教
育
環
境
の
充
実
は
市

民
共
通
の
想
い
で
あ
る
。
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
を

大
切
に
し
て
豊
か
で
ゆ
と
り

あ
る
教
育
環
境
の
整
備
が
望

ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
職
員
と

子
ど
も
達
が
ふ
れ
あ
う
時
間

と
空
間
の
確
保
は
必
要
不
可

欠
の
要
素
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
、

個
人
差
、
興
味
・
関
心
な
ど

に
応
じ
た
支
援
・
指
導
の
充

実
の
た
め
に
学
級
編
制
及
び

教
職
員
定
数
の
標
準
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
尊
重
し
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
を
展
開

す
る
た
め
に
、
学
級
編
制

基
準
の
段
階
的
な
見
直
し

を
含
め
た
、
教
育
環
境
の

抜
本
的
な
改
善
を
行
う
こ

と
二

学
級
編
制
の
標
準
を「
三

○
人
」
と
す
る
、
新
た
な

教
職
員
定
数
改
善
計
画
を

策
定
す
る
こ
と

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
六
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

地
方
六
団
体
は
「
基
本
方

針
二
○
○
四
」
に
基
づ
く
政

府
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
昨

年
八
月
に
、
地
方
分
権
の
理

念
に
沿
っ
た
三
位
一
体
の
改

革
を
実
現
す
べ
く
、
地
方
六

団
体
の
総
意
と
し
て
そ
の
改

革
案
を
小
泉
内
閣
総
理
大
臣

に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
十

一
月
の
「
三
位
一
体
の
改
革

に
つ
い
て
」
の
政
府
・
与
党

合
意
の
税
源
移
譲
案
は
、
そ

の
移
譲
額
を
平
成
十
六
年
度

分
を
含
め
概
ね
三
兆
円
と
し
、

そ
の
約
八
割
を
明
示
し
た
も

の
の
、
残
り
の
約
二
割
に
つ

い
て
は
平
成
十
七
年
度
中
に

検
討
を
行
い
結
論
を
得
る
と

し
、
多
く
の
課
題
が
先
送
り

さ
れ
、
真
の
地
方
分
権
改
革

と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て

は
、
平
成
五
年
の
衆
・
参
両

院
に
よ
る
地
方
分
権
推
進
に

関
す
る
全
会
一
致
の
国
会
決

議
を
は
じ
め
、
地
方
分
権
一

括
法
の
施
行
と
い
っ
た
国
民

の
意
思
を
改
め
て
確
認
し
、

真
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」

の
実
現
を
図
る
た
め
、
残
さ

れ
た
課
題
等
に
つ
い
て
地
方

六
団
体
の
提
案
を
十
分
踏
ま

え
、
改
革
案
の
実
現
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

一

地
方
六
団
体
の
改
革
案

を
踏
ま
え
た
概
ね
三
兆
円

規
模
の
税
源
移
譲
を
確
実

に
実
現
す
る
こ
と
。

二

生
活
保
護
費
負
担
金
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

金
等
の
個
別
事
項
の
最
終

的
な
取
り
扱
い
は
、「
国

と
地
方
の
協
議
の
場
」
に

お
い
て
協
議
・
決
定
す
る

と
と
も
に
、
国
庫
負
担
率

の
引
き
下
げ
は
絶
対
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
。

三

政
府
の
改
革
案
は
、
地

方
六
団
体
の
改
革
案
の
一

部
し
か
実
現
さ
れ
て
お
ら

ず
、
地
方
六
団
体
の
改
革

案
を
優
先
し
て
実
施
す
る

こ
と
。

四

地
方
六
団
体
の
改
革
案

で
示
し
た
平
成
十
九
年
度

か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の

第
二
期
改
革
案
に
つ
い
て

政
府
の
方
針
を
早
期
に
明

示
す
る
こ
と
。

五

地
方
交
付
税
制
度
に
つ

い
て
は
、「
基
本
方
針
二

○
○
四
」
及
び
「
政
府
・

与
党
合
意
」
に
基
づ
き
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
法
定
率
分
の
引
き
上
げ

を
含
み
、
地
方
交
付
税
総

額
を
確
実
に
確
保
す
る
と

と
も
に
、財
源
保
障
機
能
、

財
源
調
整
機
能
を
充
実
強

化
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
六
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

ま

ち

策
定
進
む
都
市
づ
く
り
条
例

市
民
会
議
が
骨
子
案
を
提
出

第 ��� 号

地地

方方

六六

団団

体体

改改

革革

案案

のの

早早
期期
実実
現現
にに
関関
すす
るる
意意
見見
書書

夏
本
番
の
ビ
ー
チ
パ
ー
ク

来
場
者
へ
の
暑
さ
対
策
な
ど
尋
ね
る

ひらつか議会だより

「しおさいの森（砂防林）」南側入口

学学
級級
規規
模模
のの
縮縮
小小
・・
弾弾
力力
化化
、、
三三
〇〇
人人
以以
下下

学学
級級
なな
どど
のの
実実
現現
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

平成��年（２００５年）�月�日

海岸地区の高層建築計画
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